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　南越前文化会館で毎年恒例のこどもまつりが開催さ
れました。ホールでのステージイベントのほか、みなこ
いOB・OG隊、GG隊による「おかしつり」のコーナー
や図書館司書による「おはなし会」が催されました。また、
ロビーには南条こども園の園児による夏らしい壁画が展
示され、訪れた親子が楽しめる一日となっていました。

　8月21日（金）から27日（木）に滋賀県で開催の全日本女
子学童軟式野球大会に出場する、（写真左）川﨑絃さん（阿久
和）、（写真中央）川﨑琳さん（阿久和）の激励会が行われまし
た。齋藤教育長から激励を受け、川﨑絃さんは「最後の大会で
優勝を目指したい」、川﨑琳さんは「皆で協力して優勝を目指
したい」と共に優勝を目標に掲げ、力強く意気込みを語りました。

NPBガールズトーナメント2026全日本女子学童軟式野球大会
激励会  8月12日（水）

　国道 305号線（赤萩地籍）で発生した、大型自動二
輪車による事故を受け、道路管理者や警察署、役場担
当課など関係者による現場検証が行われました。現場
では、道路状況の検証や事故再発防止対策について検
討され、パトロールの強化や広報物を使った交通安全
の徹底に関する対策が施されることが決められました。

交通事故再発防止に向けて
交通事故現場検証  ８月14日（金）

　南条観光協会が、昨年に引き続き２回目となる、花ハスミュージ
ックフェスティバルを花はす公園内で開催しました。花ハスが添えら
れた瓜生の舘のステージには、10組を越えるアーティストが出演し、
歌やDJを次々に披露していました。夜には、公園内に暖かな色のキ
ャンドルが灯され、味わい深い雰囲気に包まれる中、来場者はスピー
カーから流れ出る大迫力の音楽を全身で感じ取っている様子でした。

花はす公園に音楽が響く
HANAHASU MUSIC FESTIVAL  ８月23日（日）

地元有志が企画・運営
第５回 南条夏祭り  8月22日（土）

南越前町で「働きながら暮らす」
長期滞在型インターンシップ生 町長訪問  ８月17日（月）

　南条夏祭り実行委員会が主催する、南条夏祭りがレインボー
パーク南条にて開催されました。今年は、南条ヤッシャカ音
頭の復活や南越前町に関する○×クイズなどの企画が催され、
来場者は南越前町の文化や魅力を味わっていました。
　また、夏祭りの最後には富くじ抽選会も行われ、来場者は
豪華景品を待ち望みながら、夏のひとときを楽しんでいました。

　約40日間、南越前町に滞在しながら、町を深く知り、継続的な関わ
りのきっかけづくりを目的に、県外の大学生３名がインターンに参加し、
仲倉町長を訪問しました。仲倉町長は「外からの目線で良いところ、改
善が必要なところなどを見て多くを学んでほしい」と挨拶しました。３名
は９月中旬まで建築、ブランディングを手がける株式会社 sou’ sで就業
しながら、町のイベントへの参加や町民の方々との関わりを深めました。

子ども達の笑顔で賑わう
こどもまつり  ８月23日（日）
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　7月 27日（月）から 31日（金）までの５日間、南越前中学校の２年生が「キャリアチャレンジ 14（中学生職
場体験学習）」に臨みました。生徒たちは、実際の職場で様々な仕事を体験し、仕事のやりがいや大変さ、働く
ことの責任や人との関わりなど、多くのことを学ぶ貴重な機会となりました。
　今回、ご協力ご支援いただいた事業所の皆さまには大変お世話になり、ありがとうございました。
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　東大道と西大道の女性団体「和楽会」が主催した、ピアノ・
バリトン歌手デュオコンサートが開催されました。会場には、
中学校の吹奏楽部をはじめ、約150人の観客が来場し、ピア
ノの音色と力強さと柔らかさあるバリトン歌手の歌声に熱心に
耳を傾けていました。コンサートでは、「愛燦燦」や「千の風に
なって」など馴染みある曲が披露され、観客を魅了していました。

心に響くピアノの音色と歌声
金田潤之介＆山下哲弘 ピアノ・バリトン歌手デュオコンサート  8月26日（水）

　熊本地震の被災地を支援するため、９月７日から９月12日まで
現地で活動する派遣職員の壮行式が行われました。仲倉町長が「本
町も4年前の大雨災害の際、全国から多くの支援をいただき復興
した。現地でできることを精一杯頑張ってきてほしい」と激励し、
今回派遣される（写真右）農林水産課の小川主事は「職務を全うし、
現地での経験や知見を本職にも生かしたい」と決意を述べました。

被災地の復旧・復興を支援
熊本地震被災地支援の派遣職員壮行式  9月４日（金）


